
• ２つの環境づくりをめざす北海道子ども未来づくり条例（H16制定）に基づく実施計画として、5年を1期として策定。令和2年度を始期として令和6年度までの第四期となる計画。
• 次世代育成支援対策推進法に基づく都道府県行動計画など法に基づく５つの計画を包含するとともに、北海道子どもの貧困対策推進計画との調和を保つ。
• 女性の就業率の向上や待機児童の増加、児童虐待や子どもの貧困など社会的な背景に加え、国による教育・保育の無償化など新たな動きなども勘案。
• これまでの取組や現状、知事公約などを踏まえ、第四期計画における方向性を定め、新たな目標を設定。
• 基本目標達成に向け、重点的な7つの視点を定め、４つのステージごとに各般の取組を市町村等とも連携し、全庁挙げて推進。

第四期「北の大地☆子ども未来づくり北海道計画」について

結婚や出産を望む
全ての人々の希望が

かなえられ
子どもたちが幸せに
育つことのできる
地域社会の実現

・安心して子どもを生み育てることができる環境
・子どもが健やかに成長できる環境

条例に基づく２つのめざす姿

・５つの計画を包含
次世代育成支援対策推進法に基づく都道府県行動計画
国通知に基づく母子保健計画
子ども・子育て支援法に基づく子ども・子育て支援事業計画
母子父子寡婦福祉法に基づく自立促進計画
国通知に基づく都道府県社会的養育推進計画

・北海道子どもの貧困対策推進計画との調和を保つ

計画の位置づけ

・ 女性の就業率の向上や、「安心して子どもを育てられる
環境」と感じている人の割合の増加といった一定の効果
が認められるが、本道の合計特殊出生率は、中期目標
（全国水準㉚1.42）に対し、依然として低い状況
（㉚1.27）。
・

現状と取組の評価
目標の設定

【目標】
出生率を全国平均まで引き上げる

①待機児童の解消に向けた受け皿整備と人材確保
②子育て世帯の経済的負担の軽減
③官民が協同した子育て支援施策の推進
④仕事と家庭の両立支援の推進
⑤子育てを地域で支え合う仕組みづくり
⑥社会的養育の推進
⑦児童虐待防止対策の推進

目標達成に向けた重点的な
７つの視点

【新たな目標】
安心して子どもを育てられる環境の向上
（各種調査による環境が整っていると思う
人の割合）

［継続］第２子以降の３歳未満児の保育料無償化

［拡充］産科医療機関のない地域に住む妊産婦への交通費等の助成

［拡充］どさんこ・子育て特典制度や子育てサイトの情報集約化

［拡充］市町村が行う医療的ケア児の保育所等での受入に要する経費
への補助

［拡充］子育て支援員へのフォローアップ研修の実施

［拡充］専門職員の配置や一時保護中の子どもへの学習支援、
里親の新規開拓

［新規］リーフレット等によるひとり親家庭への支援策のきめ細やかな周知

［拡充］子どもの居場所づくりの新規開設に向けたコーディネーターの派遣

重点推進プロジェクト

幼児教育・保育、高等教育の無償化や働き方改革に
より出生率増加が期待されることや、児童虐待、子ども
の貧困、社会的養育の推進など最近の社会情勢を踏
まえ、当面（今後5年間）の方向性として、①子育て
家庭にとって働きやすく子育てしやすい環境づくり、②子
どもにとって希望する就学や就業を選択し挑戦できる環
境づくりの2つが重要。

計画の基本目標

第四期計画（期間：R2～R6）

主な取組


